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46 缶J=珪茶延8>轟Si丑に阿するEl究 (I)

鉛丹･珪素廷時薬製造に関する研究 (1)

(=3本 33年 IiAlCE;受 託)

:打 開 繁 一

(i(石火宇工空Fii,･仁山'TfL宝)

l 祐 書

出-ノガ/辰か) 7ソチモ/系の近時準 (頗境砂

州的5秒)の窮迫研究はPJ3Rerx)rlL'･=おいて稚省
きttているが,EL 次大破中.兵営結く火婦繋)として
小汚んに†た用さltた釘丹 ･祭器罪延岬瀬 (燃便秘時的10
秒)について.i,その餅 は放っていない.

耶 _次大6払 三･)と=ノトは畝法が斗入さzt1-の

て,若者は＼TStE苛の苛速にあたり,その娃時ノミとし

て鉛丹,珪東況合挽を使用して_2L-5Lm,のEi柳 等riSI

Biのものを円1うとRĴ,綻々の郷 緒 行って牧村･1,

加L･Jこ
この舵 .ま広野 呈-2と羊に7TTつた.'のて.日登丹

LPの原罪において.ま賢.こ爵K護れの旦bあり.また･

このような取払上必着tL窃先は魯鮭 全社こおいて行

):1'=bのこ_Tnあれるbl,いずLtも発きさrtていr=ト

の二.ここここでで瀧 文こして稚督1,2:弱を卯ぎたい

と考える大窮てある｡

三1)七=ソ1:ほ鼓において魯C2の筏艶が正銘である

1_め.I.三宅背中の延時索の触 ､均一であることが必

せてある｡廷時yiの,YUiL牧ではその各成分の掩虻,粒変

L柁丁の大きさ及び影吠),iir合札 出合状ru.払塀比
JrL(叩弥比),含水界 く吸湿13:),池坊FE,女難冊の変

e)(打q誤藍).貯常粂件 (抜年変化).哲14故 -JI内管
の扶傍.比t妙寺のyス圧等の影汗J_,壁.ナ ろ｡箸Ji･まこ

れらのうち.側 近に関係があ,3とjiLわ.･tる相 こ

ついて爽幹を行った｡

2鉛 丹 PJJユ0.

58丹のエR択製法としては一弘 二女陳 を梓功し,

五一】iLヅCにZzT黙して-炭化鬼 Pb0をつくり.i!Lここ
の T)lr)を/かこ:井.=入れて登米IiJてi勺5∝fC.=亦tTSする

I)法b'.用いらLtている】行詰な方法.上して.i,PbO二

n分相をつくり,この2=櫛 漬せ稚 アJ.71I)の声望

ポ液中 二抗加することに1りu Lたり,ま1_.三組

m上り兎白をつくりこEtl_/約40OtCに加畏してZZ丑す

･J こ とt)ある.

)) 純 度

上i己のJIEによりf'IらEtた58)汁は,しず_･tの現数W.･

て･..発光分光J/1稗の綜札 通常,臥 ~タオyウム･

7′.,三二ウふ,カルシウム,軌 許諾串の不先輸のy･
在h.題めちzLる｡これらの不洗物が混入するu田は製
追出柑 こもよるが.大部分は最桝のJポ常である給から

くるものてある｡ またPb｡上りPb.0.82j生返掛れ

熊化.か先皇.こ～TTわれないで粒子の中.L冨■こPbOh遡#

したままを晶となり.Pb,0.としての映資が･泣くなる
こと.t'･多 い.故に粗野の恭い蔚Trを狩るには99J'･'以上

の鈴鹿令を珊 とし.延'=Ph.0.への炭化茂 tl･ニおい

てITt=77ちPtの 生蚊技.こ於幹を行って払子をt=ab･く

し 各位千の羨化を完含.こさせることが必賢'=ある一

柿 .こ用いた舟汚 く肺 ,一三)の化学分析結果･土Zi

10)孟りである

I I (J<)

転雷雲寓雷=語昆習 .- I

G755 8811
'15.74 8681
G3.亡- a139
935Ll e48】

占く27 58.27

)i198りo
去;;日.C,心 ｡
SEC 62519〇〇二
394 i21 97,78
15'/59‥F.8
13789::B-
2590 9占67

3L79 9うしう

1'h】0.の純恥 土ワー ド読定法 (jlS7).榊しくはP.･m一

丘lo､法一))によって攻めた｡ またF･q沖 に不払鞄とし

て含まItるPbO.三次の方法.=1って攻めた｡すたわJf,

先ず済封を分解してEPh(Pb-0.としての Pbl､.Pbll

瓦･LJ<不炭･B中の Phll)を木表乱 二より定見L.次に

p.､mAto､竜.こよって柑らLtたPl'ユ0.の相 からPt'.0.

串の Pt'4､Pbltl.PblJ)を澄耳してBPbこの溢セPbO

甲のPb】t2:しヨⅥlした｡
I/1折結果の荒す上)に,鈴丹中の不払鞄はそのほと

んどが.PtIO.{･,ね以外の金成の良化軌 ま少ない｡

卵 の沿丹J_'そttぞLLき怨 とTC% 30タ;の付合.こ
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氾丹･珪7t屯可jEt先遣にZXするF7:(I) 47
iR令して蜘 顎をつくり,これセT狩 亡して私立T:そ 考の.こらつきbこ少,たしこと2917L)ち,

のET.AtR捗昭JLJ挺●した措屯はぷこの通りである. 蓮咋案の触 .ェ糊体圧虹である比上.故事の小さい

諌 2 bのの77･が.反応しやすく･その過食のLこらつきも少な

兎B-.J'b･(評 語烹 ･聖 中 電 垂 LL=.憲 言霊 三 三三芸芸 ;孟完志 望芸 ミ孟

l つ7,5= E254 Z2!一一 一;ラ.～~52) 王り,その炭化EE.三肺 の托子の小さいt,の牲莞全て

71 11･2 1こっ̀一IlS1 1 J .i>るから.奴(三u車.ま不可分の拐取にある.ナたわ
抑77 )_?五･I l2二:･-1=35 91 =J

?1T.l l=31 目早 -1:lL) 12.0 2

q二J3 152.8 154ノーl8g.C 110 Ll】

二 一 ■ 1̀ ' ∴
苑Jt log

この持取から明らかTL上うに.-a.二やIlの拍狂の

芯いものは乾板抄札i短くはらつきの屯PEi.淡い.
2) !1 中

州 のJ3円中.艮生が･q.T3以上の.,.‥く及び絶賛

の狂いr.Bも過U,モilらのfl･'の大きさJ_,水汚一荒
JrF式E3tritarE!芯'1な用いて村昏Ll=. 分配剤.三
Lこ.-''JT句REt/-′前波)そのf571,D(tに示すよ
りこなtIJlh適時カ･けちれた

･一･一････一束Ll1lJ)>J上1ヽlT.

->･ 7～■Y,
-●■′■▲■ヽ℡1ゝ

一一･･●8･ M.nX

1 J J 5e71 9 1J I 'JJr'Jjr
-･.IllIrL
国 t

lTn1-1の払子.三2.L.1.1の巾.二1月カ /.てのJ/1布

だ句も鈍ll.1た耶 5,8のIi肝～f布曲始 .tら明ら7)･
た1うに.醐 t･軽くなるに従って托せ.ミあら(.そ
の分碓 JdLLEくたる,I-･Iの箆東.iいiLl,も957.'附

近てあるか;)は.主QLいものeして.n丹のfi狂か愁

枕餅噂■こiよはすみ許な点コに.Jたし{=抄 5ニ上って換
羽すると,tilか小さくよく頴つ1=Lのの1jか鮒 砂

'廿妓事Jj特のJlだIL娃時ポセtT廿に叱i(て.そのIl見
時閉なtlノ17T77を任mして.I)i:.rろ刀法をと
った*

47

ち一it.こa;扱生の】牡丹.よそのtigEj5'Jトさく分布屯転も

淡い｡法ってi& 実.こ任用した額台.伽 のE王らつき

も少-Lト.こLtlこ鼓して挟李の低い史斤.三出 も大き

くその分布こ巧もTllこと.1･争いのてはらつきも大き

い｡称 二途玲fJ)成分こしての舟17はBi皮の丸を閃怨
として験対して繋支えたいしのと且bLもろ.

5 珪 素

謹業*L工Rq.1.こ如 IT,-J.こ.二,石美砂セコークスと
美.=屯宗P中で放熱する.その転,妖化珪讃となるこ
とを･･防くため,あらかじめ虫を加えておくのて.荘品

i:して.とヲ己丘Lニ絶斡TLもC).三相粘く.奴,I.'以上の鉄を

含む珪加 とT=る.田 寺繋.こは,遠雷,丑兼 ;C-つけL

の珪兼鉄:)曙悶=Lミている,

1) 良 J2

柿 として用いた球宗鉄中.='=不毘鞄として衣3の

如く7-/ガン,7ルミニ.>ふ.777ツウふ. 力//y

ウム専カaf.含まLt-:t.る 士f=if頑 の昆珪jiと拝せ

られるもの.こも魚JIの臥.7..･ミ=r?A,め /,y ウム
の存在.T,iZめらLlる.

書 _t .I.

S' FL･ AI Mg Ca
注茶放 し ､1 413 :Q' 0 018

珪 井 E- 11 Cl一〇 C61 - cc5
.un C P SIOtAl

鼓詳】氏 C_5 1～ LraeC lrLL亡ぐ 99LO

浅 井 - 一 一 - 9770

と1上の吐兼とSF芙政とをそztぞLIBl丹と髭lfして速

時ji51_/つくJl.盟.1現卿 +L判定した,その抱qt:三瀬<

[=,読す通りてあ,-J

事 4 Tn-

半と7*小′4-書棚A も馳 Iす芯Fq虫

建窯Jt L99 181<～-T 20 20

珪 1 195 1Se～X? .21事 20

1!虻 200 ′･//■tL下 弟jL l･Og



･は = 3;大 罪 等 金 主 約 20番 aT l 琵

裁上り的らかなように,窪ま禁とま謡のにには新 好のものが少ない.

の構台の1うな差掛 三伽 らitたい｡これ 王達芳茨串 またEZ13に余すようfL,脚 こ上って師

の艶 7Jゝ ミュウム噂も還元司として働らくためであ 艮指した凶変の異T=る珪讃負A･B･C･D･Eについて
ると思われる｡ 鮒 砂時と粧 した結果は女らの通りである｡

2) 粒 旺 お

え1糾 こよっても投

資が異ってくろから,餅

時間を荘 喜々≡えたもの脚 として,そからのLM /

新 し,更にそれぞれを紗 -成 分として用いた

場合の酬 忘した,

規附 し1=200メッシュ以下のス芝諜鉄を野こj-一 小

目ンにかけ, 1時間,3時間,5時1脚 して,それ

ぞれの場合の粒匠を畑 一瓢 IT式日脚 こ上

って測定した組果,各柑 王国コのような粒度分布を

:]:r.

このi杭の祉東欧).,/てZtぞ71鈴丹 (拭鞘 l)と況合

して (Pb】017C,..I Fe-S13D/P∠)延時端と1.,黙gE啓

時をi:拒 した鮎県は讃5の通 りである｡

% 5 (m>)

助辞箪(iil 竿だJ 食中1-丑大王且 だ三宝 1月をEq慈

缶 押

ご･甘
2313二二‡:.-2ヽ12 三0.2 10
2070 !G9C･･一二一SO l6.0 1D

l263 1二三e.-1こ01 8,1 】0

)014 918-1Cl1 9 3 9

畢生 1Os

掠炊砂時は粉相場rinの長いもの礎,すなわち粒4,め

細かいもの細 くなっているが,ばらつきは3時間粉

48

- TT1rlY
図 3-2

表 6 (rrt3I)

雪e-畏 ⊥三戸 か 附 は 伍 印 .配 置Z2
･三 f_.i:,:; 三ご:ご ::; ::こ, 三三

… 軒 迂 :崇 …三 日
恭生 1J3g

この鮒 上り朗らかなように.鼓禁欲の粒度力慨政

道壁1ニおエはす影転は大きい｡

先:ニ述べたようこSL90% 以上の珪突鉄を使用した

符合iL'" 鈴丹の親告とBaなり飽度が触 こ鞘 するこ

とJミたく,た簸欄 となる.琵梁納 二葡幹の

へここよって掛 矢定言itるから,棚 砂特

にはそれに用いた琵別 辞条件が大きく影琴する

iメナである｡

4.混 合

出合の附瓢._成分起子相互間の粒度如何に上って非

常に兵ってくるものであって一針 こ言えないが,柵

として鉛丹は2の瓢 l,鎌掛 土200-325J･ッ ノ ー



のものを逼んだ場合の混合時'NIO)影皆を凍射した｡す

なわち石川式小鼓だ菰摂 (lCOg,:Eだ萩5CEll分) 杏

朋いて,沈子字時R,11を20分,<0分,6C分.80分.lC〇分,

12D分として延時美をつくり,そ～1ぞTtの鮒 砂時を

讃!定して比較した｡そのだま菜.=表7.瓦､の通りであ

,Jc

l 表 7 rms)

モ小は～貴大fFt範道 FiFI定田老
20
コ0

2O2D乾固ー0 20 40 60 80 100 r20
膿 1半時1fl (*)

匹】 4この突放では混合時間が50分以上になると出典に大島がな

くなってくるが,宍腔には使用機奴の脚 ,ifS合する延時菜iの舟に上ってこの時

I獅 ●決fるbけである｡ 5 丘 甥 圧 力脚 を昏'

7菅体甲に芸現する尊台の正孔匹カセ深々変化させて,

紺 の品さ 腰 高と蛸称する)茨V'脚 専Jzお宅した.1) :革

声i今鎧の庄去1圧力 ⊂留管 (内琵6mETL)Z本当りのBUJ

で以って鼓わす〕に上る廷特集の広さをデブス.ゲージに上り瀬定した拝具Lミ表

8,tB]5の通りである｡ 49

者 8圧力 薬 事 (mm) ,鼓泣抄Fb(ms)
(kg)
鞘 抑圧-*畑 喝 -

糾 岱-1L大塩-4067O66Cp- 5.80 0
209･壬7 8占.〇一･E(氾0 150占06.､5 6iC- 8.5510･159･日 87.0-･

ECOO 130636.3 dZO～5.30Eo2095

｡ n.0_10.55 135:≡ :芸 …:I二 二三三
…鍔 : 器 ニ l;三三 1…-;Pb.0,7C/

'.'Ft=-SL30タ∠,葵主 05g繋菟:三庄

羊圧力p)上昇にまって;史少するが ICCkgI_/三重見ると蓋.5'･少なくなる.こLll増 子FulTtの豊臣カ
'

･l∝kg農産の圧力で最小記に近ず く ことを戻すものと

思77Ltら.また一･でztの圧力の場合もLLらつき

の乾田は捉めて狭い｡2) 浩境捗寺庄堺⊆ 力と悠

簸榊 との鴨旅を表8,回Sに示した｡43kt;以上では庄叛圧

力は脚 長にほとん ど膨 辞 したいb'1.ばらつきはJ=
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